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高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
、
お
年
寄
り
の
活
躍
が
目
だ
つ

こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
1
0
月
４
日
、
総
合
運
動
場
で
行

わ
れ
た
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
場
面
で
す
。

4惑晰ﾘ壮∠

老
人
も

　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
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健康家族て福祉の町づくり
玉目回言言工くしまつり2､500人訪れる

　
第
（
｛
｝
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
が
９
月
１
５
日
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
、
約
２
千
５
０
０
人
の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
健
康
チ
Ｈ
Ｆ
％
Ｐ
い
き
い
き
家
族
Ｌ
と
「
家
庭

か
ら
地
域
か
ら
し
あ
わ
せ
福
祉
の
町
づ
く
り
Ｌ
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
保
健
・
福
祉
関
係
鎖
関

が
Ｉ
体
と
な
っ
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
な
が
ら
保
健
と

福
祉
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
趣
向
を
こ
ら
し
た

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
、
福
祉
標
語
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の

小
学
６
年
生
と
中
学
１
年
生
、
一
般
の
３
部
に
分
か
れ
て
応

募
さ
れ
た
作
品
か
ら
、
最
優
秀
貢
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
お

よ
び
佳
作
数
点
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

W

今年も多くの明民が訪れ盛況でした

［
］
健
康
慄
然

◆
小
学
校
の
部
（
Ｇ
年
）

最
優
秀
賞
　
睦
　
小
　
菊
地
　
裕
美

　
「
健
康
は
　
優
し
い
心
と

　
　
　
　
　
　
じ
よ
う
ぶ
な
体
」

優
秀
賞

「
健
康
は

優
秀
賞

「
健
康
な

東
　
小
　
倉
持
　
絵
美

家
族
の
安
心

　
み
ん
な
の
安
心
」

安
塚
小
　
鈴
木
由
希
子

力
で
つ
く
る

　
豊
か
な
壬
生
町
」

佳
　
作
　
（
氏
名
の
み
掲
載
）

◇
金
小
路
恵
美
子
宝
生
小
）
◇
高
山
千

冊
‐
１
生
小
）
◇
渡
辺
清
美
宝
生
小
）

◇
橋
本
雅
之
（
藤
小
）
◇
矢
野
貴
浩
盲

小
）
◇
高
峯
服
畳
東
小
）
◇
岡
田
幸

子
（
睦
小
）
◇
赤
羽
根
由
貴
（
睦
小
）

田
澄
美
枝
（
稲
小
）
◇
水
沼
留
美
（
稲

小
）
◇
加
藤
美
由
紀
（
羽
小
）
◇
桑
原

華
子
（
北
小
）
◇
梅
山
佐
知
子
晏
小
）

赤
羽
根
幸
枝
（
安
小
）

◆
中
学
生
の
部
（
１
言

　
　
　
　
　
｀

最
優
秀
賞
　
南
天
中
　
渡
辺
　
匡
紀

「
健
康
で
　
過
ご
せ
る
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
毎
日
Ｌ

優
秀
賞
　
　
壬
生
中
　
川
田
　
理
沙

　
「
赤
青
緑
　
な
ん
で
も
食
べ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
の
素
」

優
秀
賞
　
　
壬
生
中
　
権
田
　
　
康

　
「
健
康
は

　
　
す
べ
て
の
道
の
　
第
一
歩
」

佳
　
作
（
氏
名
の
み
掲
載
）

○
壬
生
中
　
森
友
忠
良
　
伊
沢
勇
樹

國
分
剛
士
　
稲
葉
久
美
子
　
林
　
典

之
　
出
井
美
智
子
　
柏
崎
由
加

○
南
天
中
　
須
藤
玲
子
　
福
田
散
史

川
野
漫
春
生
　
田
中
英
恵
　
伏
本
由

香
理
　
渡
漫
信
明

◆
一
般
の
部

最
優
秀
賞
　
上
　
田
　
大
垣
　
　
咲

　
「
家
庭
か
ら
　
職
場
か
ら
　
み
ん
な

　
　
で
は
じ
め
る
　
健
康
づ
く
り
」

優
秀
賞
　
　
幸
町
一
　
酒
井
　
享
子

「
う
す
昧
の
　
お
い
し
さ

　
　
　
　
　
覚
え
て
　
健
康
家
族
」

優
秀
賞
　
　
国
谷
二
　
渡
辺
　
清
雄

　
「
検
診
は
　
元
気
な

　
　
　
　
　
わ
た
し
の
　
守
り
神
」

佳
　
作
（
氏
名
の
み
掲
載
）

◇
鴨
志
田
源
二
（
緑
四
）
◇
福
田
吉
子

（
松
原
）
◇
平
野
五
十
男
（
幸
四
）
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健康ウオーク　秋の国谷路で健康フフツフ

安
心
し
て
つ
い
て
行
け
ま
す

一

親子づれもたくさん見られました

大
声
出
し
て
、
気
分
も
ス
ッ
キ
リ

〔
羅
祉
標
語
〕

一
小
学
校
の
部
（
６
年
）

最
優
秀
賞
　
藤
井
小
　
倉
井
由
美
子

　
「
自
分
よ
り
弱
い
人
へ
の
思
い
や
り

　
　
　
　
　
福
祉
の
心
の
第
一
歩
」

優
秀
賞
　
　
睦
　
小
　
内
山
　
　
元

　
「
あ
な
た
の
心
私
の
手
　
み
ん
な
で

　
　
　
　
つ
な
ご
う
　
福
祉
の
輪
」

優
秀
賞
　
　
壬
生
小
　
日
向
野
敬
司

　
「
に
ぎ
り
合
う
　
小
さ
な
手
と
手
で

　
　
　
　
　
　
大
き
な
福
祉
」

佳
　
作
（
氏
名
の
み
掲
載
）

◇
中
田
浩
史
（
東
小
）
◇
柏
崎
修
一
（
東

小
）
◇
宮
腰
久
美
子
（
束
小
）
◇
岸
本

佑
也
（
睦
小
）
◇
田
口
久
美
子
（
睦
小
）

◇
小
沼
泰
博
（
羽
小
）
◇
臼
井
秀
明
（
北

小
）
◇
臼
井
寛
子
（
北
小
）
◇
中
川
真

由
美
（
安
小
）
◇
伊
藤
美
和
（
安
小
）
◇

海
老
沼
信
彦
（
壬
生
小
）
◇
荻
原
紀
子

♀
生
小
）
◇
森
下
真
弓
（
壬
生
小
）
◇

大
場
将
之
（
稲
妻

■
中
学
校
の
部
（
１
年
）

最
優
秀
賞
　
千
生
中
　
山
川
　
　
卓

　
「
そ
だ
て
よ
う

　
み
ん
な
の
力
で
　
福
祉
の
輸
」

優
秀
賞
　
　
南
犬
中
　
粂
川
　
史
恵

「
や
さ
し
い
目

　
　
や
さ
し
い
心
で
　
お
手
伝
い
」

優
秀
賞
　
　
南
火
中
　
中
田
　
　
寛

　
「
お
互
い
に

　
　
助
け
て
助
か
る
　
福
祉
活
動
」

佳
　
作
（
氏
名
の
み
掲
載
）

◇
壬
生
中
　
船
越
　
聡
　
安
田
昌
人

政
葉
責
弘
　
石
島
裕
紀
　
石
川
知
美

小
平
知
江
　
吉
津
谷
責
弘

◇
肉
太
中
　
大
粟
純
子
　
粂
川
和
博

粂
川
知
子
　
田
島
晴
美
　
七
井
孝
太

江
口
奈
加
子

■
一
般
の
部

最
優
秀
賞
　
幸
町
一
　
酒
井
　
享
子

　
「
ふ
れ
合
い
　
知
り
合
い
　
助
け
合

　
い
　
心
で
広
げ
る
　
福
祉
の
輛
」

優
秀
賞
　
　
至
宝
三
　
鵜
飼
　
イ
ネ

　
「
福
祉
の
庖
　
あ
げ
ま
す

　
　
　
受
け
ま
す
　
伸
ば
し
ま
す
」

優
秀
賞
　
　
幸
町
四
　
平
野
五
十
男

　
「
わ
が
家
か
ら

　
　
　
育
て
　
福
祉
の
小
さ
な
芽
」

佳
　
作
（
氏
名
の
み
掲
載
）

◇
平
井
久
夫
（
北
小
林
）
◇
高
田
知
巳

（
仲
通
町
）
◇
大
垣
長
治
玉
田
）



第
1
6
回
壬
生
町
交
通
安
全

　
　
　
　
町
民
大
会
を
開
催

　
県
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
近
年
最
多
で
あ
っ
た
元
年

を
は
る
か
に
し
の
ぐ
ベ
ー
ス
で
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
う
交
通
死

亡
者
戮
も
前
年
に
比
べ
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
事
故
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
と
も
増
加
し
、
死

亡
者
戮
は
こ
の
時
期
に
昨
年
１
年
間
と
同
数
の
４
人
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
多
発
す
る
傾
向
を
考
え
る

と
、
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転

で
は
、
前
年
県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
前

期
も
同
位
置
に
あ
り
、
憂
慮
す
る
事
態
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
交
通
安
全
町
民
大
会
を
契
機
に
交
通

事
故
・
飲
酒
運
転
と
死
亡
事
故
の
抑
止
を
図
る
た
め
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
人
命
尊
重
を
理
念
と
し
て
、
交
通
安
全
に
対
す
る

マ
ナ
ー
の
高
揚
を
は
か
り
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
の
立
楊
に

た
ち
、
交
通
安
全
町
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
の
後
、
交
通
安

全
功
労
者
関
係
表
彰
、
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
表
彰
と
最
優
秀
作
文

の
発
表
の
ほ
か
、
警
察
官
や
交
通
指
導
員
へ
の
花
束
贈
呈
、
そ

し
て
、
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
ス
ト
ツ
フ
　
ザ
・
交
通
事
故
」
の
映
画
を
鑑
賞
し
、

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

睦
小
２
年
　
毛
塚
あ
ゆ
み

壬
生
小
３
年
　
杉
山
　
準
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交通安全作文を発表した大塚学君

(右)と高橋美佐樹君(左)

　
功
労
者
表
彰

○
壬
生
町
総
合
安
全
会
長
並
び
に

　
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

寺
内
正
吉
（
栄
町
）
戸
崎
　
稔
（
旭
町
）

荒
川
林
ズ
上
新
町
）
荒
川
親
雄
（
ド
馬
木
）

高
村
利
貞
（
松
原
）
大
橋
　
文
（
福
和
田
）

野
口
粟
子
（
万
町
）
大
山
利
子
（
城
東
町
）

壬
生
来
小
１
年
　
上
田
由
子

大
島
美
智
子
（
上
表
町
）
板
橋
よ
し
乃

（
星
の
官
）
川
瀬
千
枝
子
（
束
原
）
中
村

マ
サ
子
玉
田
）

Ｏ
感
謝
状
贈
呈

田
中
直
一
（
国
心
本
田
）
杉
山
幸
司
（
西
部
）

刀
川
功
（
北
小
林
）
館
野
侶
臣
（
都
賀
町
）

睦
小
５
年
　
須
藤
昌
紀

　
ポ
ス
タ
ー
表
彰

☆
最
優
秀
賞

壬
生
来
小
１
年

睦
　
　
小
２
年

壬
生
小
３
年

睦
　
　
小
４
年

睦
　
　
小
５
年

壬
生
来
小
６
年

壬
生
中
３
年

上
田
　
由
子

毛
塚
あ
ゆ
み

杉
山
　
　
準

渡
辺
　
貴
久

須
藤
　
昌
紀

其
田
　
吉
弘

芳
賀
賢
一

☆
優
秀
賞

１
年
　
渡
辺
義
規
（
東
小
）
　
板
橋
由

佳
（
壬
生
小
）
　
和
田
拓
志
（
藤
井
小
）

２
年
　
小
野
真
実
（
睦
小
）
小
森
優

（
睦
小
）
　
早
乙
女
修
代
（
稲
小
）
　
３

年
　
石
塚
晴
香
（
壬
生
小
）
赤
羽
え
み

ま
（
睦
小
）
　
杉
山
史
弘
（
睦
小
）
　
４

年
　
荻
原
里
英
（
睦
小
）
　
西
島
祐
実

（
安
塚
小
）
　
升
永
　
傑
（
壬
生
小
）

５
年
　
栄
松
輝
久
（
睦
小
）
　
馬
草
聡

美
（
睦
小
）
　
小
野
洋
一
朗
（
壬
生
古

６
年
　
望
月
　
章
（
睦
小
）
　
山
口
香

織
（
羽
生
田
小
）
　
加
藤
聖
恩
（
北
古

１
年
　
渡
漫
亜
矢
子
（
壬
生
中
）
　
拓

植
綾
子
（
南
天
中
）
　
２
年
　
元
木
さ

や
か
（
壬
生
中
）
池
田
真
友
美
（
壬
生

中
）
３
年
　
戸
熊
利
恵
子
（
南
天
中
）

　
　
作
文
表
彰

☆
最
優
秀
賞

　
壬
生
小
６
年
　
大
塚
　
学

　
南
犬
飼
中
３
年
　
高
橋
美
佐
樹

睦小４年　渡辺責久

☆
優
秀
賞

１
年
　
箱
森
貴
子
（
藤
井
小
）
　
２
年

荒
川
美
保
（
壬
生
小
）
　
３
年
　
山
川

信
行
（
藤
井
小
）
　
４
年
　
押
田
歩
美

（
東
小
）
　
５
年
　
大
洋
美
香
（
睦
小
）

６
年
　
佐
藤
由
美
（
睦
小
）

１
年
　
七
井
孝
大
（
南
天
中
）
　
２
年

長
谷
川
和
子
（
南
天
中
）
　
３
年
　
戸

崎
恵
美
（
壬
生
中
）

壬
生
来
小
６
年
　
其
田
吉
弘

壬生中３年　芳賀賢一
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楽しい集団生活の体験

保育所（園）の

　　入所（園）のご案内

　　四　　旧派　　　　　　　j;　ぷ､11　　　　旧

居
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来
年
度
の
保
育
所
（
園
）
の
入

所
（
園
）
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
を
責
任

を
も
っ
て
お
預
り
し
ま
す
の
で
、

入
所
（
圓
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
込
方
法

　
入
所
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育

所
（
園
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入

所
申
請
書
は
、
各
申
し
込
み
場
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
申
込
締
切

ｏ
平
成
３
年
１
２
月
１
０
日
（
火
）

　
入
所
基
準

　
生
後
６
か
月
を
経
過
し
就
学
前
の

お
子
さ
ん
で
、
両
親
お
よ
び
祖
父
母

が
仕
事
、
病
気
、
出
産
、
病
人
の
看

護
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
い
場
合
や
、
母
親
が
い
な
い
場
合

な
ど
、
昼
間
、
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
な
ど
の
理
由
が
あ
る
こ
と
。

　
な
お
、
○
歳
児
、
１
歳
児
の
入
所

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
入
所
選
考

　
　
　
　
　
　
｝

　
入
所
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必

要
性
の
高
い
順
か
ら
入
所
措
置
を
し

ま
す
。

　
入
所
決
定

　
申
請
書
に
基
づ
き
調
査
の
上
、
来

年
２
月
下
旬
ご
ろ
、
保
護
者
に
通
知

し
ま
す
。

　
保
育
料

　
両
親
な
ど
の
町
県
民
税
お
よ
び
所

得
税
の
合
計
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ま
す
。

　
保
育
時
間

ｏ
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で

保育所（園）の所在地及び募集人員

特
別
保
育
を

　
実
施
し
て
い
ま
す

Ｏ
延
長
保
育

（
朝
）
午
前
７
時
～
午
前
８
時
３
０
分

（
夕
）
午
後
５
時
～
午
後
７
時

●
実
施
保
育
所
　
第
１
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
第
２
保
育
所

●
保
育
の
条
件
　
状
況
調
査
し
必
要

　
　
　
　
　
と
認
め
ら
れ
た
場
合

●
保
育
料
　
一
般
保
育
料
に
延
長
保

　
　
　
　
　
育
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

●
実
施
の
条
件
　
一
定
数
以
上
の
希

　
　
　
　
　
望
者
が
い
る
場
合
に
限

　
　
　
　
　
り
実
施
し
ま
す

○
乳
児
保
育

●
実
施
保
育
所
－
壬
生
寺
保
育
園

が
岫
ド
　
　
言
言
且

（
い
る
場
合
に
限
り
実
施
）

保育所（園）名 所　在　地 電話番号 募集人員

第１保育所 通町16－9 82－0330 60人

第２保育所 安塚1179－1 86－0132 １５

第３保育所 上稲葉935－1 82－1059 55

第４保育所 駅東町6－23 82－4815 30

第５保育所 助谷1165－3 86－0237 40

壬生寺保育器 大師町11 －16 82－0811 20

ありんこ保育園 壬生丁175－1 82－3137 １８

W

　　　　　子育て相談

　子育てに関する相談をお受けしています。

　子どものしつけ、言葉、知能などに問することや

肥満、アレルギー、偏食など食事に関することなど

お気軽にご相談ください。

◆問合せ先　役場福祉課児童福祉係（�82－1234）



　
壬
生
町
健
全
青
成
町
民
の
つ
ど
い
（
フ
月
６
日
、
壬
生
中

央
公
民
館
）
の
席
上
、
４
人
の
中
学
生
が
体
験
発
表
を
し
ま

し
た
。
青
少
年
が
問
題
に
直
面
し
、
考
え
、
行
動
し
た
姿
が

生
き
生
さ
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
３
人
目
の
南
犬
飼
中
３
年
福
田
麻
弓
さ
ん
の
体

験
発
長
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
南
犬
飼
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
福
田
　
真
弓

　
「
私
が
経
験
し
た
こ
と
」

　
「
慰
問
に
行
っ
て
み
た
い
Ｊ
私
は

去
年
、
こ
の
あ
い
ま
い
な
気
持
ち
の

皿
　
ま
ま
Ｊ
Ｒ
Ｃ
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。

、
４
入
っ
た
時
、
「
あ
な
た
達
は
な
ん
の
た

み
め
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
の
で

報
す
か
１
０
と
顧
問
の
先
生
が
、
お
っ
し
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や
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
初
め

て
い
い
加
減
な
自
分
に
気
が
付
き
ま

し
た
。
そ
し
て
月
日
が
過
ぎ
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
活
動
を
し
て
行
く
中
で
、
あ
い

ま
い
な
気
持
ち
が
何
か
違
っ
た
も
の

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
事
を
感
じ
ま
し

た
。

　
７
月
に
初
め
て
の
慰
問
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
行
っ
た
所
は
「
し
も
つ

け
荘
」
で
す
。
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
体
験
な
の
で
、
と
て
も
胸
が
わ
く

わ
く
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

部
屋
に
入
っ
て
み
る
と
、
寝
た
き
り

の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ
の

時
の
お
ば
あ
さ
ん
の
呼
び
か
け
る
声

が
、
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
私
が
手
を
さ
し
の

べ
る
と
、
そ
の
手
を
強
く
に
ぎ
り
し

め
私
の
知
ら
な
い
人
の
名
前
を
何
度

も
何
度
も
繰
り
返
し
呼
ん
で
い
る
の

で
し
た
。
先
生
は
、
「
家
族
の
方
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
Ｊ
と
、

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
言

葉
を
聞
い
て
、
思
わ
ず
涙
ぐ
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
心
の

中
に
、
と
ズ
も
熟
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
家
族
」
の
事
で
す
。

ふ
だ
ん
な
に
気
な
く
い
っ
し
ょ
に
住

ん
で
、
暮
ら
し
て
い
る
家
族
の
こ
と

で
す
。
私
達
は
、
家
族
と
い
う
も
の

を
、
あ
た
り
前
だ
と
思
い
が
ち
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
そ
れ
は

ち
が
い
ま
す
。
突
然
、
自
分
一
人
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
最
初
に
思
い

出
す
の
が
家
族
な
の
で
す
。
一
人
ぼ

っ
ち
の
と
き
恋
し
く
な
る
の
が
家
族

な
の
で
す
。
求
め
よ
う
と
す
る
も
の

が
家
族
な
の
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
、

　
　
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

家
族
と
の
き
ず
な
と
い
う
も
の
は
、

言
葉
で
は
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
ほ
ど

の
深
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
そ
ば
に
い
て
く
れ
る

だ
け
で
心
が
な
ご
む
、
そ
れ
が
家
族

の
き
ず
な
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
お
ば
あ
さ
ん
は
そ
の

　
『
家
族
の
愛
』
が
ほ
し
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
お
ば
あ
さ
ん
は
何
も
話
さ

な
く
て
も
た
だ
い
っ
し
ょ
に
い
て
く

れ
る
家
族
が
ほ
し
か
っ
た
は
ず
で
す
。

だ
か
ら
あ
の
時
だ
っ
て
、
あ
ん
な
に

私
の
手
を
強
く
に
ぎ
り
し
め
た
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
家
族
を
失

な
い
た
く
な
い
か
ら
、
離
れ
た
く
な

い
か
ら
手
を
強
く
に
ぎ
り
し
め
た
。

私
は
、
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

　
私
に
も
祖
父
が
い
ま
す
。
祖
父
は

私
が
小
さ
い
頃
、
私
を
一
番
か
わ
い

が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
っ
で
も
笑

っ
て
物
事
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
今
、
そ
の
祖
父
は
突
然
の

病
気
の
た
め
身
体
に
障
害
が
出
て
、

普
通
の
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
が

小
さ
い
頃
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
、

あ
の
頃
の
祖
父
で
は
な
い
の
で
す
。

私
は
祖
父
の
病
気
を
恨
ん
だ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を

恨
む
こ
と
は
今
考
え
て
み
る
と
ま
ち

が
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
病

気
に
か
か
っ
た
祖
父
の
気
持
ち
を
理

解
し
、
で
き
る
限
り
の
手
助
け
を
す

る
こ
と
が
、
私
が
今
、
祖
父
に
で
き

る
小
さ
い
頃
の
恩
返
し
な
の
で
す
。

そ
し
て
祖
父
は
祖
父
な
り
に
精
一
杯
、

が
ん
ば
っ
て
生
き
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
も
、
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
「
こ
こ
は

い
い
施
設
だ
Ｊ
な
ど
と
い
っ
て
簡
単

に
家
族
を
施
設
に
入
れ
な
い
で
下
さ

い
。
そ
の
家
に
は
そ
の
家
の
、
事
情

と
い
う
も
の
が
、
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
こ
で
私
が
、
決

め
っ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

施
設
に
送
る
前
に
そ
の
人
が
家
族
の

一
員
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
ほ
し
い
の
で
す
。
誰
も
皆
、
い
っ

か
は
年
を
と
る
の
で
す
。
お
年
寄
り

に
と
っ
て
一
番
大
切
な
事
は
、
家
族

と
い
っ
し
ょ
に
生
活
す
る
こ
と
な
の

で
す
。
「
最
高
の
施
設
、
そ
れ
は
家

族
で
す
Ｊ
と
私
は
声
を
大
に
し
て
訴

え
ま
す
。
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今
年
度
制
定
さ
れ
た
功
労
者
表
彰

規
程
に
基
づ
き
町
で
は
、
保
健
と
福

祉
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
団
体
（
９
団
体
）
及
び
個

人
（
2
5
名
）
を
９
月
１
５
日
、
健
康
ふ

く
し
ま
つ
り
会
場
で
表
彰
し
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
表
形
状
贈
呈

■
保
健
部
門
功
労
者

　
〈
嘱
託
医
師
〉
小
倉
光
二
上
通
町
）
、

木
村
喜
重
（
神
通
町
）
、
島
田
服
部
（
安

悟
一
）
、
橋
詰
　
通
（
万
町
）
〈
保
健
委

員
〉
上
野
武
赦
（
幸
町
三
）
〈
母
子
保

健
推
進
員
〉
落
合
昭
子
（
西
部
）
〈
健

巣
教
室
友
の
全
員
〉
野
本
文
子
（
城
内
）

■
保
健
団
体
部
門

壬
生
献
血
友
の
全
（
全
長
塚
本
一
美
）

■
福
祉
部
門
功
労
者

　
〈
独
居
老
人
援
護
〉
山
川
　
操
（
三

好
町
）
　
〈
家
庭
介
護
者
〉
中
村
正
夫

（
六
美
南
二
）
、
渡
辺
正
夫
（
城
東
町
）

渡
辺
古
代
（
中
泉
）
、
櫛
田
喜
代
玉
六

美
南
ご
、
荒
川
ハ
ツ
（
稲
葉
下
馬
杢

板
橋
悦
子
（
栄
町
）
〈
母
子
寡
婦
福
祉

の表
彰

合
々
員
〉
渡
辺
チ
ョ
玉
新
町
ニ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
〉
荒
川
ウ
メ

（
東
下
台
）
〈
身
体
障
害
者
福
祉
合
役

員
〉
鈴
木
茂
夫
（
原
坪
）
、
佐
藤
ト

キ
（
舟
町
）
、
関
口
和
一
　
（
旭
町
）
示

林
著
作
（
安
塚
中
央
）
、
木
野
内
忠
良

（
Ｆ
坪
）
、
篠
原
順
作
（
安
塚
二
）
、
大

橋
文
大
（
福
和
田
）
、
高
水
玉
五
（
本

郷
）
古
葉
利
市
（
国
号
二
）

■
福
祉
団
体
部
門

壬
生
町
理
容
奉
仕
合
（
代
表
篠
原
金

言
、
壬
生
町
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
南
犬
飼
地
区
（
会
長
青
木
喜
子

壬
生
町
配
食
グ
ル
ー
プ
壬
生
地
区
（
会

長
ｍ
中
ミ
ョ
）
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
し
フ
ひ
ば
り
（
会
長
小
西
三

百

感
謝
状
贈
呈

　
　
■
清
掃
事
業

有
限
会
社
壬
生
衛
生
社
（
犬
好
町
）
、

有
限
会
社
日
興
産
業
（
高
根
沢
町
）
、

梅
雨
産
業
株
式
会
社
工
三
川
町
）
、

マ
ル
フ
ジ
衛
生
社
（
宇
都
宮
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
県
政
に
地
域
の
声
を
Ｌ

　
稲
葉
で
地
区
座
談
会
行
う

　
県
主
催
の
「
稲
葉
地
区
座
談
会
」

が
、
９
月
４
日
、
稲
葉
地
区
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
同
地
区
の
各
種
団
体

代
表
1
3
名
と
、
県
側
か
ら
植
野
広
告

県
内
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
ら
が
出
席

し
て
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
活
発
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
地
域
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
毎
年
八
凹

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
、
国
道
や
県
道
の
整
備
の
ほ
か
、

環
境
問
題
な
ど
身
近
な
話
題
に
意
見

が
集
ま
り
ま
し
た
。

平
成
３
年
地
価
調
査

　
土
地
の
標
準
価
格
を
公
表

　
栃
木
県
知
事
か
ら
平
成
３
年
地
価

調
査
の
標
章
価
格
が
９
月
２
０
日
、
次

の
よ
う
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
い
て
、
県
知
事
が
毎
年
７
月
１
日

を
基
準
目
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
価
格
が
民
間
の
土

地
取
引
の
目
安
と
な
り
、
公
共
事
業

用
地
取
得
の
際
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
1
0
か
所
の
住
宅
地
、

商
業
地
、
調
整
区
域
の
標
準
価
格
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
閲
覧
希
望

の
方
は
、
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

◆
基
準
地
調
査
日

　
　
平
成
３
年
７
月
１
日

◆
基
準
地
の
価
格

　
　
単
位
面
積
（
１
ご
当
た
り

　
第
２
種
住
居
専
用
地
僻

○
表
町
１
９
２
８
番
２

　
「
表
町
Ｈ
番
４
６
号
」

　
　
　
　
　
　
　
［
ａ
９
心
、
５
０
０
円

○
落
合
一
丁
目
1
8
委
3
1

　
　
「
落
合
一
丁
目
1
8
委
３
５
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
、
０
０
０
円

○
安
塚
字
宿
内
１
９
２
８
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
８
、
Ｏ
０
０
円

Ｗ
蔽
群
集
面
面
Ｊ

Ｏ
緑
町
二
Γ
目
Ｉ
０
２
２
番
１
７
０

　
　
「
緑
町
二
丁
目
５
番
６
号
」

　
　
　
　
　
　
１
４
″
ｏ
、
Ｏ
０
０
円

［
］
市
銀
盲
懇
談
」

○
羽
生
田
字
前
川
原
９
心
り
Ｊ
４
八
り
番
４

　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
、
゛
Ｄ
Ｏ
Ｏ
円

○
国
谷
字
前
畑
１
（
び
７
ら
乙
番
７

　
　
　
　
　
　
　
　
１
［
ａ
、
０
０
０
円

○
ド
稲
葉
字
釜
ケ
湖
６
４
番
１

　
　
　
　
　
　
　
　
１
り
ａ
、
（
６
０
０
円

○
緑
町
∵
・
・
臼
Ｉ
Ｏ
り
乙
９
心
番
２
４

　
　
「
緑
町
一
丁
目
４
番
廿
マ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
８
、
０
０
０
円

○
壬
生
丁
才
六
美
Ｉ
１
７
番
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

ｚ
“
　
Ｌ
Ｑ

ｃ

ｃ
Ｅ

○
安
塚
字
西
南
原
９
２
８
番
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
０
［
Ｄ
、
５
０
０
円

‐
－
－
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『壬生町史』頒布中

お求めの方は､町歴史民俗資料館へ

(月曜日､火曜の午前中､国民の祝日は休館)

　　「壬生町更」全７巻を頒有中です。

　壬生町更は、町民の皆様や関係機関のご協力をけ

じめ、町更に関係する先生方のご尽力により、９年

余の歳月がかけられて完成したものです。町民の方

にご話用いただけるように､「読みやすく」「親しみや

すく」書かれていますので、壬生町の歴史を振り返

るときの入門書として、また専門書としてもお薦め

できるものです。

　ぜひ、皆様のご家庭に１組、おそろえください。

　　　　壬生町史（全７巻）

◆通史編（２冊）

ｺ〔束〕□⊃ 5､000円

壬生町の自然、旧石器時代からペリー来航まで

大半器昌之応仁よ

　　 . ‘ ･ 1 , . ･ ’ - ･ I I ･ - - ’ ・

S a - , ･ . i l g ’ ･

） ， f l j “ ･ . i j ＼ j r ･

･ . J 　 ■ j ･ ■ 　 〃 ｀ I 　 .

　皿　　　　　　　　　5,0oo円

　　　ペリ.－来航から現代まで

　　　別冊付録（資料文書目録第１集）

◆民俗編（１冊）

　m　　　　　　　　　3,0oo円

　　　町内の庶民文化の歴史を明らかにする

◆資料編（４冊）

　皿　　　　　　　　　　　5,0oo円

　m　　　　　　　　　　　6,0oo円

　　　別冊付録（壬生領史略）
　⊂既ｺ薩ｺ邑二口　　　　　　　5,2oo円

　c返二鷹ｺ鳶二回⊃　　　　　　　5,2oo円

みんなでなくそう恐しい薬物乱用

場
、
保
健
所
、
警
察
署
を
中
心
に
、

1
0
月
１
日
か
ら
１
１
１
１
月
３
０
日
ま
で
の
２

か
月
間
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅

運
動
を
展
開
し
ま
す
。
地
域
社
会
に

根
ざ
し
た
活
動
が
不
可
欠
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

∧
　
い
剤
等
乱
用
防
止
推
進
員
や
、
町
役

　
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
な

ど
の
薬
物
乱
用
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

主
婦
、
学
生
な
ど
一
般
市
民
層
に
ま

で
拡
大
し
、
乱
用
者
の
か
ら
だ
を
む

し
ば
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
庭
を

も
破
壊
す
る
な
ど
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
は
、
何
度
も
使
い
た
く

な
る
依
存
性
と
、
使
用
回
数
が
増
え

る
に
っ
れ
て
今
ま
で
の
量
で
は
効
果

が
薄
れ
て
い
く
耐
性
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
使
用
量
や
使
用
回
数
が

増
え
、
脳
の
神
経
を
お
か
し
て
精
神

障
害
を
起
こ
す
と
い
う
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ン
ナ
ー
を
常
用
す
る
と

耳
鳴
り
、
頭
痛
、
て
ん
か
ん
発
作
の

よ
う
な
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
ま
す
。

多
量
を
吸
収
す
る
と
呼
吸
困
難
で
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
成

長
期
の
青
少
年
に
は
、
背
が
伸
び
な

い
、
歯
が
ボ
四
ボ
四
に
な
る
、
筋
肉
が

っ
か
な
い
、
体
重
が
激
減
す
る
な
ど
、

発
育
を
妨
げ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
恐

ろ
し
い
薬
物
の
乱
用
を
社
会
か
ら
な

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
今
年
度
も
、
民
間
人
の
中

か
ら
県
知
事
よ
り
委
任
さ
れ
た
覚
せ
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　　(90歳以上が91名)

平成３年９月１日現在（年齢は平成３年12月31日現在）

《東》
三万]……

……
JJｯ

1

1y

Jj
ｽﾞj

《西》
町　内 生年月日 年齢 氏　　　名 千番゛付｀｀

氏　　　名 年齢 生年月日 町　内
西　高　野 Ｍ．２５．１．６ 99 植　竹　マ　サ 横　綱 落　合　シ　ゲ 99 Ｍ．２５．１２．１５ 西　　　部
下　表　町 Ｍ．２６．９．１９ 98 石　崎　フ　ジ 張横綱 生　沼　君　子 97 Ｍ．２７．７．６ しもつけ荘
国谷外道 Ｍ．２８．３．３ 96 坂　野　勝　治 大　関

しもつけ荘
助　　　谷

安　塚(－)
幸昭三丁目

M.29.1.1

M.29.2.4

M.29.3.25

M.29.9.22

95

95

95

95

小　宮　キ　ン
粂　川　幸　市
鈴　木　ナ　ミ
井　上　雄一郎

づ贅脇

ｬ

ﾐｽ

(

j≪白

白JJjjlJjJJlyj

j宍

稲　葉　菊次郎

稲　葉　サ　ツ

和　貝　ノい　ナ

95

95

95

M.29.1.9

M.29.2.20

M.29.5.14

城　　　内
上　　　町

中　表　町

鹿　　　島
仲　通　町

下　　　町
原　　　坪

国　谷(－)

M.30.2.2

M.30.2.26

M.30.6.1

M.30.7.20

M.30.11 .20

94

94

94

94

94

梁　島　雄　司

長　島　ハ　ツ

篠　崎　ツ　ル

高　久　ヒ　サ

田　中　セ　キ

]小j………゛y……紬1
･9こ

木　村　ナ　カ

若　林　ﾉゝ　ル

橋　本　ﾉゝ　ナ

大　栗　イ　ク

94

94

94

94

M.30.2.25

M.30.4.19

M.30.6.17

M.30.9.28

至宝町北

釜　ケ　渕
仲　通　町
国　谷(三)

上　　　町
しもつけ荘
中　　　泉
中　　　泉
原　　　坪
緑町四丁目
舟　　　町
緑町二丁目
しもつけ荘
三　好　町
鯉　　　沼
上　長　田
中　　　泉
しもつけ荘
至宝昭南
六美可北
西　高　野
肋　　　谷
車　　　塚
福　和　田
緑町二丁目
七　衷　明
渠　下　台
中　　　央
六　美　北
下　横　町
奴　　　内
奴　渠　町
原　　　坪
至　宝　南
上　表　町
下　　　町
北　小　林
緑町三丁目
中　　　央

M.31.凱20

M.31 . 3.17

M.31.3.27

M.31.9.22

M.31.10.1

M.31.12.30

M.32.4.24

M.32.6.20

M.32.7.21

M.32.11 . 3

M.33.1.12

M.33.2.25

M.33.4.1

M.33.5.15

M.33.8.2

M.33.8.16

M.33.10.8

M.33.10.17

M.33.10.22

M.33.11 .18

M.33.12.22

M.34.1.30

M.34.2.7

M.34.2.9

M.34.2.27

M.34.3.4

M.34.5.1

M.34.6.18

M.34.8.2

M.34.9.11

M.34.9.21

M.34.10.17

M.34.10.25

M.34.11 . 5

M.34.12.2

93

93

93

93

93

93

92

92

92

92

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

黒　子　久　吉

関　ロ　テ　ル

川　叉　ム　メ

斉　藤　小十郎

中　鴫　　　平

関　　　トミノ

後　藤　交　助

水　野　マ　サ

戸　室　リ　ョ

菅　野　ョ　ネ

高　橋　タ　ケ

大久保　ョ　テ

上　田　タ　ミ

大　島　佐　一

谷　高　ス　イ

羽　石　善三郎

鈴　木　ジャウ

中　島　清　一

大　橋　春之進

軽　部　あさ子

石　村　フ　ジ

新　木　春　吉

関　本　國　平

神　永　伊十郎

久保木　ハツエ

本　間　ﾉゝ　ナ

山　田　タ　マ

武　藤　カ　ク

鈴　木　ト　ョ

田　中　ョ　シ

鈴　木　チ　カ

賀　長　ア　キ

藤　柴　ベ　ン

竜　田　和三郎

山　ロ　ダ　イ

万万

]j

]

ﾚ
ﾐ､

]……j

,

j

万

j

j

jj

，

示

談t

]j

､

11ﾆj……

|

牛

こ

　27

]゛……|………j12

ﾕ

::

後　藤　ﾉ｀ゝ　ル

高　橋　喜三郎

佐　藤　フ　ク

山　野　ﾉゝ　　ク

小　林　キ　ク

毛　塚　覚　造

石　谷　ト　ミ

鈴　木　キ　セ

刀　川　宗　一

板　橋　利一郎

前　原　ト　シ

佐　藤　ツ　ネ

稲　菓　ナ　カ

田　中　フ　ミ

早乙女　シ　マ

恩　田　弥　三

鈴　木　子之吉

大　橋　　　孝

大　木　マ　ツ

篠　原　ョ　シ

神　長　キ　ン

大　柳　ア　サ

野　日　ﾉﾍﾟ　ﾙ

舘　野　エ　チ

臼　井　義一郎

荒　川　ス　ミ

石　村　ﾉゝ　ナ

鈴　木　　　長

中　川　　　章

福　田　忠三郎

寺　内　ツ　ネ

瓦　井　フ　ミ

白　倉　シズヱ

渡　辺　安　定

飯　塚　キクノ

93

93

93

93

93

92

92

92

92

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

M.31.3j5

M.31.3.25

M.31.7.7

M.31.9.26

M.31.11.20

M.32.4.17

M.32.4.25

M.32.6.28

M.32.9.30

M.33.1.1

M.33.2.6

M.33.3.30

M.33.4.20

M.33.5.15

M.33.8.15

M.33.10.3

M.33.10.14

M.33.10.21

M.33.11 .1

M.33.12.20

M.34.1.14

M.34.2.1

M.34.2.7

M.34.2.11

M.34.3.3

M.34.4.20

M.34.5.10

M.34.7.15

M.34.9.1

M.34.9.19

M.34.9.21

M.34.10.25

M.34.10.28

M.34.11.28

M.34.12.12

舟　　　昭
万　　　町
鹿　　　島
上　　　田
しもつけ荘
上　　　坪
上　通　町
原　　　坪
北　小　林
星　の　宮
栄　　　昭
安塚南部
奴　　　内
上　通　昭
安　塚(二)
下　表　町
栄　　　昭
福　和　田
安　塚(二)
上　　　坪
下　　　昭
上　新　昭
万　　　昭
国谷外道
中　　　梁
台　　　宿
国　谷(二)
下　横　昭
上　長　田
緑昭一丁目
田　　　向
中　　　泉
栄　　　町
中　　　梁
上　　　田
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町
内
の
お
年
寄
り
を
招
き

　
　
＠
Ｇ
勿
り
ミ
仙
四
回

　
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
う
敬
老
の

つ
ど
い
が
９
月
2
6
日
に
中
央
公
民
館

で
催
さ
れ
、
町
内
の
７
４
歳
以
上
の
方

を
招
待
し
ま
し
た
。

　
楽
し
く
Ｉ
目
を
過
ご
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
式
の
後
に
は
歌
謡
曲
や
漫

才
、
落
語
、
浪
曲
が
行
わ
れ
、
会
場

に
出
席
さ
れ
た
約
７
０
０
人
の
お
年

寄
り
た
ち
は
、
た
い
へ
ん
く
つ
ろ
い

で
い
ま
し
た
。

　
町
長
の
高
齢
者
訪
問

　
町
内
の
９
０
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の

方
を
対
象
に
、
町
長
の
高
齢
者
訪
問

を
９
月
２
日
か
ら
行
い
、
9
1
人
の
方

々
の
お
家
を
訪
れ
、
記
念
品
や
お
祝

い
全
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
年
新
し
く
２
９
人
の
方
が
９
０
歳
に

な
ら
れ
、
町
内
の
９
０
歳
以
上
の
方
は

9
1
名
に
な
り
ま
し
た
。
鍛
高
齢
者
は

西
高
野
の
植
竹
マ
サ
さ
ん
（
９
９
）
で

す
。

長
寿
二
位
の
落
合
シ
ゲ
さ
ん

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝
い

　
百
歳
の
植
竹
マ
サ
さ
ん
（
西
高
野
）

　
本
町
の
最
高
齢
者
で
あ
る
西

高
野
の
植
竹
マ
サ
さ
ん
は
、
本

年
め
で
た
く
、
か
ぞ
え
百
歳
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
長

寿
達
成
を
祝
い
、
海
部
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
賞
状
と
銀
杯
が
贈

ら
れ
、
９
月
２
１
日
、
清
水
町
長

よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
サ
さ
ん
は
、
今
で
も
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
、
庭

の
草
取
り
を
す
る
な
ど
百
歳
と

は
思
え
な
い
元
気
さ
で
、
食
事

を
３
食
き
ち
ん
と
と
る
は
か
、

早
寝
早
起
き
の
規
則
正
し
い
毎

日
を
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ゴ
ミ
処
理
に
高
い
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
町
施
設
め
ぐ
り
行
う

　
９
月
２
４
日
、
町
の
施
設
め
ぐ
り
が
　
　
　
（
大
島
美
智
子
代
表
）
で
も
、
３
４
名

行
わ
れ
、
２
０
名
の
方
が
参
加
し
て
有
　
　
の
方
が
施
設
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。

意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
町
の
施
設
め
ぐ
り
は
、
無
料
で
、

　
こ
の
目
は
、
日
ご
ろ
見
る
機
会
の
　
　
1
5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
対

少
な
い
上
・
下
水
道
や
ゴ
ミ
処
理
施
　
　
象
に
、
い
っ
で
も
受
付
し
て
お
り
、

設
等
を
中
心
に
見
学
し
、
午
後
に
は
　
　
ご
希
望
の
施
設
を
中
心
に
Ｊ
‐
ス
を

約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
、
清
水
町
長
　
　
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

と
懇
談
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
町
企
画
財
政
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

　
ま
た
、
３
０
日
に
は
上
表
町
婦
人
会
　
　
さ
い
。
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　　『おもちゃ博物館』

外観イメージ図案を

　　　　　募集します

　
町
で
は
、
近
く
建
設
予
定
の
『
お

も
ち
や
博
物
館
』
の
建
物
外
観
イ
メ

土
ご
図
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
募
集
要
領

１
、
お
も
ち
や
博
物
館
に
ふ
さ
わ
し

田
最
優
秀
賞
　
１
点
（
賞
状
副
賞
）

側
優
秀
賞
　
３
点
（
賞
状
副
賞
）

側
佳
　
　
作
　
1
0
点
（
賞
状
副
賞
）

圃
そ
の
他
応
募
者
に
粗
品
を
贈
呈
し

　
ま
す
。

５
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

　
学
校
名
、
学
年
を
ご
記
入
く
だ
さ

　
い
。

い
。
于
－
ク
な
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
　
　
６
、
締
切
日

図
案
と
し
ま
す
。

２
、
応
募
対
象
は
、
県
内
の
小
・
中
・

　
高
校
生
の
自
作
の
も
の
と
し
ま
す
。

３
、
用
紙
の
大
き
さ
は
、
６
切
ま
た

　
は
８
切
と
し
ま
す
。

４
、
応
募
作
品
を
小
・
中
・
高
校
生

　
の
部
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

　
要
領
で
表
彰
し
ま
す
。

Ｈ
月
２
５
日
（
月
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

７
、
送
付
先
　
〒
３
２
１
－
Ｏ
り
乙

　
下
都
賀
郡
壬
生
町
通
町
1
2
番
召
万

　
　
　
壬
生
町
役
場
商
工
観
光
課

◆
く
わ
し
く
は
、
壬
生
町
役
場
商
工

　
観
光
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
　
（
四
〇
２
８
２
励
１
２
３
４
）
。

歩　　く

＾
ス
ポ
ー

ユ
四

W

＠
ｔ
(汐

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
ザ
・
ゲ
ー
ム

W

　毎日の通勤や買い物での歩行とは別に、

自ら進んで歩くニとがポイントです。

　歩くことによって消費するエネルギーは、

｜分歩くのに体重lkg当たり0.051al、急ぎ

足で0.10kcal程度です。体重70kgの人が普通

のスピードで20分歩けば、約70kcal消費され

る計算になります。｜日、200kal消費する

には、普通に歩いて約１時間、急ぎ足で約

30分歩けばよいことになります、

巾
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
1
0

　
こ
の
競
技
は
、
Ｉ
チ
ー
ム
1
2
人
で

構
成
し
、
そ
の
う
ち
２
人
は
ロ
ー
プ

（
1
0
ｍ
）
の
回
し
役
に
な
り
ま
す
。
競

技
時
間
は
「
ス
タ
ー
ト
」
の
合
図
か

ら
３
分
間
と
し
、
飛
び
役
と
な
る
1
0

人
は
、
ロ
ー
プ
の
中
に
左
右
ど
ち
ら

か
一
方
か
ら
順
番
に
１
人
ず
つ
入
っ

て
い
き
、
1
0
人
目
全
員
が
飛
ん
だ
時

点
か
ら
カ
ウ
ン
ト
を
開
始
し
ま
す
。

　
競
技
時
間
内
で
失
敗
し
た
場
合
は

何
回
で
も
チ
ヤ
レ
ン
シ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
競
技
時
間
（
３
分
間
）
が

過
ぎ
て
も
全
員
そ
ろ
っ
て
飛
び
続
け

て
い
る
場
合
は
、
失
敗
す
る
ま
で
続

行
し
、
そ
の
時
の
カ
ウ
ン
ト
（
飛
ん
だ

回
数
）
が
記
録
と
な
り
ま
す
。
場
所

は
平
ら
で
安
全
な
所
で
行
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会

体
育
課
（
�
賠
c
x
u
Q

g

L
n
）
　
へ
。

道
路
美
化
で
大
臣
賞

　
建
設
省
で
は
、
「
道
路
を
ま
も
る
月

間
」
（
８
月
１
日
～
3
1
日
）
に
当
た
り

長
年
、
道
路
や
歩
道
橋
の
清
掃
、
路

肩
の
花
壇
整
備
・
清
掃
な
ど
に
功
績

の
あ
っ
た
７
７
‥
団
体
と
3
0
入
が
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
水
量
か
ら
は
、
睦
コ
ミ
ダ
ー
テ
ィ

推
進
協
議
会
（
渡
辺
達
男
会
長
）
と

市
川
太
一
さ
ん
（
下
表
町
）
が
大
臣

表
彰
さ
れ
、
９
旦
八
日
、
表
彰
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
）

い
さ
つ
に
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
睦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で

は
、
昭
和
５
３
年
設
立
以
来
、
環
境
部

会
が
中
心
と
な
っ
て
栃
木
街
道
や
石

橋
街
道
を
け
じ
め
地
区
内
の
道
路
清

掃
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
市
川
太
一
さ
ん
は

長
年
に
わ
た
り
下
表
町
の
県
道
壬
生

・
小
山
線
や
、
地
区
内
の
道
路
環
境

美
化
・
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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食事と健康⑩１
日
3
0
食
品
／
・

これだけ食べれば､１日30品目／

　'ヽ　Qi:;s i!!11?5F　　ごはん･のり(米､のり)………………2宮

偏a4s)□､z(認jぷじニ1

卜

七　-閥１ず……………

　
　
　
　
　
　
　
）

　
厚
生
省
で
は
、
食
生
活
の
指
針
と

し
て
、
１
目
に
３
０
種
類
の
食
品
を
食

べ
る
よ
う
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
食
品
の
数
え
方
は
、
同
じ
食
品
は

何
回
食
べ
て
も
１
品
目
と
し
、
調
味

料
や
香
辛
料
は
数
え
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
サ
ラ
ダ
油
や
バ
タ
ー
、
み
そ
な

ど
は
数
に
入
れ
ま
す
。

　
食
事
の
た
び
に
何
種
類
の
食
品
を

食
べ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
１
目
３
０

食
品
を
目
標
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

昼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜

身近収税/の/

/い/ろ/い/ろ/⑩

奥さまと税

〈
パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税
〉

■
パ
ー
ト
収
入

　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
得
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ト

の
年
収
が
１
０
０
万
円
以
下
で
す
と

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
内
職
な
ど
の
収
入

　
内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事

業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
は
、
必
要
経
費
と
し
て
６
５
万

円
（
収
入
全
額
が
限
度
）
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、
集
金

　
人
、
電
力
量
計
の
検
針
人
な
ど
、

　
特
定
の
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労

　
務
の
提
供
を
す
る
人

　
②
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
の
必
要

　
経
費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の

　
　
　
　
　
）

　
合
計
が
６
５
万
円
に
満
た
な
い
人

　
し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ
け

の
場
合
に
は
パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に

年
収
が
１
０
０
万
円
以
下
で
す
と
所

得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
配
偶
者
特
別
控
除
〉

　
配
偶
者
特
別
控
除
は
納
税
者
本
人

の
合
計
所
得
が
１
千
万
円
（
給
与
年

収
で
約
１
千
２
０
０
万
円
）
を
超
え

る
年
に
つ
い
て
は
、
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
控
除
額
は
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ

て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
３
５

万
円
で
す
。
こ
の
控
除
は
、
給
与
所

得
と
な
る
パ
ー
ト
収
入
で
あ
れ
ば
、

収
入
が
Ｉ
０
０
万
円
を
超
え
て
い
て

も
１
３
５
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
住
民
税
〉

（
庄
）
住
民
税
は
平
成
３
年
度

　
パ
ー
ト
や
内
職
（
家
内
労
働
者
な

ど
）
の
年
収
が
９
９
万
円
以
下
で
す
と

給
与
所
得
な
ど
の
金
額
が
住
民
税
の

非
課
税
限
度
額
（
３
４
万
円
）
以
下
と

な
り
ま
す
の
で
、
住
民
税
も
か
か
り

ま
せ
ん
。

〈
奥
さ
ま
が
財
産
を

　
　
　
も
ら
っ
た
と
き
は
・
：
〉

　
婚
姻
期
間
が
２
０
年
以
上
の
夫
婦
の

問
で
居
住
用
不
動
産
の
贈
与
を
し
た

場
合
は
、
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ

れ
ば
、
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
基
礎
控
除
の
6
0
万
円
の
は

か
に
最
高
９
心
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
ま
で
の
配

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
同
じ
配
偶

者
間
に
お
い
て
一
生
に
一
度
し
か
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
間
合
せ
先

○
栃
木
税
務
署

○
税
務
相
談
室

｛
一
一
�
０
８
８
５

［
］
臼
７
４
９
り
″
Ｄ
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い広場
　
読
書
と
散
歩
が
日
課

　
趣
味
は
読
書
と
い
う
万
里
さ
ん
は
、

（
本
を
預
け
ら
れ
れ
ば
１
日
で
も
読

　
　
　
　
　
　
　
・

）

ん
で
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ほ
ど
で
す
。

以
前
、
自
治
全
連
合
仝
長
を
や
っ
て

い
る
こ
ろ
は
毎
日
の
よ
う
に
出
歩
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
読
書
と
1
0
時

あ達者
カッフjl

ﾝﾌﾟｻｸ

⑨城内

　　松本

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
よ
う
に

強
く
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
）

　
　
（
父
）
野
　
口

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
悦

あ
僣
さ
ん
か
Ｓ
一
言

章
さ
ん

子
さ
ん

（
壬
生
駅
東
町
団
地
）

修
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
長
男
）

万里さん(83)

勝子さん(77)

青
春
ス
ケ
ッ
チ
⑦

妻

　
　
　
　
　
　
夫

　　　　　元気に楽しく生きたい

　　　　　　　　北小林　浅野美由紀さん

　「このまえ作った’Iチキンのホワイトソース煮”

は、家族に好評でした･と微笑む美由紀さん。

　会社では、経理担当として活躍する彼女のモット

ーは、゛元気に楽しく生きること″。大好きな旅行

のほか、アフター５はエアロビと料理でリフレッシ

ュ。「オーストラリア、それとエジプトに行ってピ

ラミッドを見てみたい」という明るいお嬢さんです。

チピッ子アjl,ハム

明
る
く
素
直
な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
享

畠
冊
さ
ん
か
Ｓ
一
言

子
さ
ん

（
安
塚
三
）

麻
由
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
女
）

　
（
父
）
尾
　
池
　
英
　
志
さ
ん



ふれあ

J

ご
ろ
に
中
央
公
民
館
一
周
の
散
歩
が

日
課
だ
そ
う
で
す
。

　
万
里
さ
ん
は
戦
前
、
家
を
飛
び
出

す
よ
う
に
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
と
い

ま
す
。
そ
こ
で
検
事
局
の
検
察
事
務

官
を
し
て
い
る
時
に
、
勝
子
さ
ん
と

結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
満
洲

の
満
鉄
に
入
社
、
終
戦
後
、
撫
順
の

炭
鉱
に
移
り
、
そ
し
て
、
昭
和
2
1
年

に
帰
国
し
ま
し
た
。
夫
婦
と
お
子
さ

ん
も
い
っ
し
ょ
に
引
き
揚
げ
ら
れ
。

　
「
３
人
の
子
ど
も
を
Ｉ
人
も
な
く
さ

な
い
で
き
た
こ
と
が
、
何
よ
り
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
勝
子
さ
ん
は
、

し
み
じ
み
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
勝
子
さ
ん
は
屋
敷
の
草
む
し
り
が

日
課
で
す
。
趣
味
は
手
芸
や
旅
行
、

読
書
な
ど
で
、
手
芸
の
グ
ル
ー
プ
で

よ
く
旅
行
に
行
き
ま
す
が
、
「
屋
敷
内

に
息
子
夫
婦
と
娘
夫
婦
が
い
る
の
で
、

気
兼
ね
な
く
旅
行
に
行
け
る
」
そ
う

で
す
。

　
２
人
と
も
お
元
気
で
、
食
べ
物
の

好
き
嫌
い
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

６
年
前
ま
で
万
里
さ
ん
は
、
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、
病
気
を
境

に
キ
ッ
パ
リ
や
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

酒
は
毎
晩
、
Ｊ
ッ
プ
２
杯
飲
む
の
が

楽
し
み
で
、
「
寝
る
と
朝
ま
で
起
き

な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
で

　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
消
費
者
友
の
会

　
壬
生
町
消
費
者
友
の
会
（
菱
田
素
子
会
長
、
会
員
１
４
０
名
）
で
は
、

今
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
る

「
地
球
環
境
を
守
る
」
た
め
の
資
源
の
再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
活
動
を
半
年
前
か
ら
実
施
、

２
回
目
の
整
理
を
９
月
２
０
日
、
南
犬
飼
地
区
公
民
館
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、

２
０
０
㎏
以
上
も
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
友
の
会
は
、
こ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
を
成
功
さ
せ
、
次
に
空
き
缶

な
ど
の
ゴ
ミ
の
再
利
用
を
積
極
的
に
手
が
け
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の

活
動
が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
大
き
な
運
動
の
誘
い
水
と
な
れ
ば
と
、
全

員
一
同
力
を
合
せ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

肌
◎
⑤
言

睦小学校６年

　広瀬　　茜

　｢風景画｣

rTおさきにどうぞ

　　　　ありがとう」

睦小学校６年

　　　　望月　　章
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決めた国体出場

銃剣道関東ブロック大会準優勝

　
８
月
に
行
わ
れ
た
、
銃
剣
道
関
東

ブ
四
ッ
ク
大
全
で
、
本
町
の
高
校
生

ト
リ
オ
が
団
体
戦
（
少
年
男
工
に

準
優
勝
を
飾
り
、
見
事
、
国
体
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
３
人
は
、
梁
島
英
男
君
（
鹿

島
）
、
大
友
悟
君
（
至
宝
町
南
）
、

生
井
‐
‐
臣
君
（
至
宝
町
南
）
で
、
猛

練
習
の
成
果
が
３
年
目
に
花
開
き
、

栃
木
県
チ
ー
ム
と
し
て
、
初
の
国
体

出
場
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
第
４
６
回
国
民
体
育
大
会
は
、

1
0
月
１
２
口
か
ら
石
川
県
で
開
催
さ
れ
、

島
田
計
二
監
督
（
城
内
）
ら
を
中
心

に
、
選
手
遠
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

壬生地区老人クラブ

　　老人憩いの家を清掃-

老人クラブ清掃の日にあわせて実施

　
１
‐
生
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
（
清
水
正

三
会
長
）
で
は
、
老
人
憩
い
の
家
（
東

雲
荘
）
周
辺
及
び
児
童
公
園
内
の
清

掃
作
業
を
９
月
２
４
日
、
約
１
０
０
名

の
全
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
清

掃
奉
仕
の
Ｈ
」
（
９
月
２
０
日
）
に
併
せ

て
、
い
つ
も
お
匪
話
に
な
っ
て
い
る

老
人
憩
い
の
家
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
今
年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

お
年
寄
り
た
ち
の
手
慣
れ
た
カ
マ
や

ク
了
デ
さ
ば
き
に
よ
り
、
２
時
間
足

ら
ず
で
、
上
手
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
、

落
葉
な
ど
の
収
集
が
終
わ
り
、
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
・
団
体
を
制
す

栃
木
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

　
　
　
　
安
全
運
転
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
な
お
、
個
人
成
績
の
上
位
者
は
、

　
第
1
2
回
栃
木
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
安
全
運
転
競
技
大
会
が
、
９
月
９

日
、
安
塚
の
壬
生
自
動
車
学
校
で
開

か
れ
、
栃
木
市
な
ど
１
市
４
町
か
ら

１
１
１
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
運
転
技
術

を
競
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
木
町
か
ら
は
、
町
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
）
の
２

チ
ー
ム
６
名
が
出
場
、
個
人
、
団
体

共
に
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ｙ

９
月
２
９
日
の
県
大
会
に
も
出
場
し
、

健
闘
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
成
績
上
位
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▼
個
人
の
部

　
優
　
勝
　
　
　
　
二
瓶
　
美
恵
ｆ

　
準
優
勝
　
　
　
　
大
島
　
　
丈

　
第
三
位
　
　
　
　
石
村
　
セ
ッ
子

▼
団
体
の
部

　
優
　
勝
　
壬
生
町
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
石
村
　
セ
ッ
子
　
清
水
　
蝉
Ｌ

　
　
三
Ｌ
　
初
江

　
準
優
勝
　
壬
生
町
Ａ
チ
ー
ム

　
　
二
瓶
　
美
恵
子
　
大
島
　
丈

　
　
山
本
　
春
枝



勇
敢
に
火
に
対
処

ご

壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
消
火
大
会

　
第
９
回
壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
（
亀
田
愛
子
全
長
）
で
は
、
ク
ラ
ブ

員
の
消
火
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が

ぶ
ら
ヽ
万
一
の
火
災
発
生
に
際
し
て
被

み
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
た
め
の

報
心
構
え
と
実
践
を
体
験
し
よ
う
と
ヽ

呟
９
月
７
日
、
総
合
運
動
場
で
消
火
競

　
―
　
－
　
―
　
Ｉ
　
四
技
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ｍ
　
競
技
内
容
は
、
指
揮
者
と
消
火
者

　
－
　
－
ぶ
の
２
人
が
１
組
と
な
っ
て
、
ス
タ
ー

ｍ
卜
位
置
前
方
1
5
ｍ
の
位
置
に
あ
る
燃

ｍ
焼
皿
の
危
険
物
火
災
に
対
し
、
２
人

の
競
技
者
が
、
い
か
に
迅
速
、
適
確

に
消
火
を
行
っ
た
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
、
燃
え
盛
る
火

に
向
い
、
２
人
の
力
を
合
わ
せ
て
勇

敢
に
、
素
早
く
、
そ
し
て
、
冷
静
に

対
処
し
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
高
山
啓
子
、
大
畑
ト
シ

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
（
さ
く
ら
全

準
優
勝
　
清
水
純
子
、
大
粟
ト
ク

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
（
さ
く
ら
合

３
　
位
　
山
川
明
美
、
小
谷
野
由
美

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
（
若
葉
合

｀や/

神
社
清
掃
に
汗
を
流
す

　
舟
町
自
治
会
壮
年
部
（
平
石
勝
男

部
長
）
で
は
、
９
月
1
5
日
、
地
元
に

あ
る
雄
琴
神
社
の
参
道
や
境
内
の
清

掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
奉
仕
作
業
は
毎
月
１
回
実
施

さ
れ
、
電
動
ノ
コ
ギ
リ
も
登
場
し
て

こ
さ
切
り
な
ど
を
行
い
、
み
る
み
る

う
ち
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
壮
年
部
で
は
、
１
１
月
に
老
人
を

招
待
し
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
予
定

し
て
お
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

に
積
極
的
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
寄
付

　
　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
２
万
８
千
５
８
１
円

　
　
　
　
　
　
　
　
大
里
由
治
郎
様

金
２
万
５
千
８
５
円
　
　
　
（
３
回
）

　
　
栃
木
県
歌
謡
協
会
県
南
支
部
拝

金
５
万
円
　
　
　
　
　
　
　
（
４
回
）

　
　
　
　
　
　
　
戸
渾
火
工
工
場
様

金
６
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
岩
五
郎
拝

金
３
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（
４
回
）

　
　
　
　
　
壬
生
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
拝

金
３
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（
２
回
）

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
日
光
彫
様

金
１
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（
２
回
）

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
刻
宇
彫
様

金
１
万
３
０
０
円
　
　
　
　
（
２
回
）

　
　
　
　
ト
ー
タ
ル
ア
ー
チ
ス
ト
様

金
１
万
円
　
（
３
回
）
婦
人
会
・
壬

生
地
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
様

金
６
万
７
０
０
円
　
　
　
　
（
６
回
）

　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様

金
５
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（
６
回
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃
木
県
第
1
8
団
様

金
５
千
円
（
３
回
）
細
井
　
正
平
様

金
１
万
１
千
５
７
０
円
　
（
２
回
）

　
　
　
壬
生
町
民
生
委
員
協
議
会
様

金
１
万
円
（
３
回
）
夕
が
お
の
今
様

金
１
万
円
　
　
（
７
回
）
虹
の
今
様

金
大
力
円
　
　
　
　
　
　
（
３
回
）

　
　
南
犬
飼
地
区
配
食
グ
ル
ー
プ
様

ａ亘回
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
歌
　
　
　
　
新
井
　
ハ
ナ

本
年
の
長
寿
番
付
に
目
を
み
は
り

わ
れ
ま
だ
若
し
と
背
筋
を
仲
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

一
泊
の
旅
に
て
あ
れ
ど
主
婦
な
れ
ば

留
守
の
家
族
の
夕
餉
気
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

ル
と
る
ぜ
は
夫
か
私
か
行
末
を

思
い
居
る
な
り
銀
河
仰
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

流
水
に
梶
と
る
だ
け
の
二
羽
の
鴨

遠
く
遠
く
に
水
の
夕
照
り

　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
八
重
子

稲
妻
や
時
速
五
キ
四
の
ペ
タ
ル
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

稲
ぴ
か
り
過
疎
の
村
山
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
千
代

今
日
摘
み
し
紫
蘇
の
実
匂
い
夜
雨
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

し
ぐ
れ
き
て
マ
ラ
ソ
ン
の
尾
が
駈
け

だ
し
ぬ
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葛飾北斉画(東京都立中央國重態蔵)

資料館第５回企画展

　　☆期間10月13日～11月24日

　『瓢とくらし』

兄
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土
壬
生
の

特
産
物
「
干
瓢
」
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
展
示
テ
ー
マ

近
に
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
う
し
た

瓢
の
歴
史
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

使
用
す
る
「
ぶ
」
と
し
て
人
々
の
身

☆
日
時
　
１
０
月
2
7
日
（
日
）
午
後
２
時

☆
演
題
　
『
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と
文
化
』

☆
講
師
　
財
進
化
生
物
学
研
究
所
研

　
　
　
　
究
員
　
湯
浅
　
浩
史
先
生

☆
会
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
研
修
室

☆
問
合
せ
、
申
込
み
先

　
町
資
料
館
（
闘
０
１
０
只
）
㈹
）

５
０
０
年
前
の
繩
文
人
た
ち
は
す
で

に
瓢
の
栽
培
方
法
を
修
得
し
、
日
常

企
画
展
記
念
講
演
会

　
　
　
　
（
納
期
限
1
1
月
2
9
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
干
瓢
の
原
材
料
で
町
の
花
で
も
あ

る
ユ
ウ
ガ
オ
や
フ
ク
ペ
、
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
な
ど
を
総
称
し
て
「
瓢
（
ヒ
サ
ゴ
）
」

と
い
い
ま
す
。

　
瓢
の
歴
史
は
占
く
、
今
か
ら
８
干

’
‐
、
掘
り
起
こ
さ
れ
た
瓢

２
、
瓢
の
あ
る
風
景

３
、
世
界
の
瓢

４
、
瓢
と
伝
説

５
、
瓢
と
生
業

●
国
民
年
金

（
８
期
）
　
一

　
　
－
　
一
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s

Sζ|111111111111Ⅲ|||||||||!illll』||li1811111111111111111111

弦の国を代表する

ハンガリー･ヴィルトウオージ

チェンバーオーケストラ演奏会

◆期　日　　11月17日（日）午後２時開演

◆会　場　　壬生中央公民館　犬ホール

◆入場料　　払５００円（全席自由席）

　入場券は、10月１日より壬生中央公民館、　（

稲葉出張所、南犬飼出張所で取扱います

ｊ

◆曲　目　●ルーマニア民族舞曲　　　バルトーク

　　　　　●アイネ・クライネ・ナハトムジーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　モーツァルト

　　　　　●ヴァイオリン名曲集　　フライスラー

　　　　　●ダ二－ポーイによるフフイルランド風

　　　　　　小曲　　　　　　　　　グレンジャー

　　　　　　●弦楽セレナーデOP･ 48

　　　　　　　　　　　　　　　　チャイコフスキー

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル

しらゆさひめ
白雪姫と

７人の小びと

IHI日日（日）ごこごごTこ､。

　　　　　　　入場料８００円（全席自由席）

入場券取扱い　壬生中央公民館、稲葉出張所、南犬

　　　　　飼出張所（11月1日より取扱います）

お問い合せ先　　壬生中央公民館（�82-0108）
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